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TOP-CO2型の特長
● ピント合わせと拡大f肝弁！は•本の採f但付で鴻節できま

すので、楽な姿勢で読みi’tきができます。

●拡大画像の窃倍’和化 "39.Sf存＂を実現しました 。

(21型モニターにて）。

●広く ，黙牢な;fil1台を採JIIしました。

・代科Jfl照明のまぷしさをなくしました。
●21 I¥'! (20kg) jとのモニターi荘＆が99f能です

価格
TOP-CO2型 （モニクー~IJ·,'c)
¥198,000 

（お手持ちのピデオ入））端イ・付きカラーテレビをモニク

ーとして利Illできます）

lrui↑『Ft:『『q’’|
TOP-01型の特長
●ピント合わせとJii:kf存＇がは一•本の托作fl!で』節できま
すので、'Jiiな姿勢で説みl11きができます。
●拡大画像の店倍＇tJft"32倍＂を実現しました 。

(17型モニターにて）。
●広く ・略9I；な打料台を採lTJしました。

●ft科lil!!（！明のまぶしさをなくしました。
●2l'i! (20kg) i年のモニター招社がII「能です。

価格
TOP-01型 (14パ1テレピf・t)

¥198,000 

TOP-01型 ( 1 7月！）‘,I．l llモニクー1•「 )
¥250,000 

●視党阻害者用拡大読円器には消牧税がかかりません。

●「日常生活用具」認定品として、補助金支給の制度があります。

製造 ・販売（束日本地区）

株式会社ミ三：nミ三；霜話 (03)3263-3921 （代）
〒102-0083 東京都千代田区麹町1-10-1 福祉機器担当

代理店（西日本地区）

三興機電株式会社 霜話 (06)6305-5031（代）
〒532-0012 大阪市淀川区木川東3-4-18中村第2ピル
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視覚障害者の日常生活訓練の現状と課題

ー裁縫指導の実態から 一

荒川区尚齢者保健福祉課

（元荒川区心身1窃害者福祉七ンター ） 石i焦し ‘i青子→

はじめに

近年の社会状況の大幅な変化、価値観の多様化が進むなかで、視

覚障害者のリハビリテーションにおいて、社会参加や生活の基本を

担う生活訓錬も変化を求められている。

視覚障害者の重度 ・重複化、 嵩齢化が進み、これまでの職業リハ

ビリテ ーションを前提とした歩行 ・コミュニケ ーション技術などの

習得だけでなく 、 在宅生活の充実 • 生きがいのための方策が重要と

認識され、日 常生活訓練の果たす役割は増大している。

一方で、ヘルパー派遣などの社会的支援体制の充実などから、 家

事動作の自立に対するニーズの低下は顕著であり、生きていくため

に必要な技術に関わる日常生活訓練の内容は縮小傾向にある。指導

者もニーズの低さを理由に能力の有無にかかわらず、訓練の提供に

消極的な姿勢を示す者も少なくない。

しかし、社会の変化によって家事動作等の生活技術としての位置

づけは低下しても、生きがいに通じる趣味の技術は、日常生活訓練

として提供する必要性が高まっている。その典型が「裁維」である 。

今回は、視覚障害生活訓練における「日常生活訓練 ・指導」およ

び「裁縫指導」の実施状況を調査して日常生活訓練の課題を整理し、

今後のあり方を探る 一助としたい。

II 視覚障害リハビリテーションにおける

日常生活訓練の変遷と現状
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トーマス・キャロルが著書「失明Jのなかで「視覚節害者の20

の喪失」の一つとして「日常生活技術の喪失」をあげているように、

視覚障害者の日常生活能力回復の必要性は明らかであり、現在も生

活訓練の主要な柱の一つとして位置づけられている。

我が国の日常生活訓練は、昭和51年から 15年間にわたって活動

した「元視覚障害者日常生活訓練研究会」によって体系化された。

同会は、指導瞥の発行、研究大会や指導技術研修会等を開催して指

導技術の研蹟 ・標準化に努めてきたが、平成 2年、視覚障害リハピ

リテーション協会の設立に伴い、解散した。

現在、生活訓練の指導技術は、国立身体障害者リハピリテーショ

ン学院や日本ライトハウスなどの視覚障害 リハピ リテーション指導

者養成課程の中で教授されている。 しかし、歩行訓練等に比べると、

日常生活訓練の時間数は非常に少なく、演習内容なども限定されて

いるため、受講生の中には、日常生活訓練指導技術に自信を持てな

いでいる者も少なくない。

総合的な生活訓練指導者の墜成を目的としたこれらの登成課程の

充実に伴い、各生活訓練施設でも、それまでの単一訓練専門指導体

制から、複数訓練担当制に移行し、日常生活訓練を専任で行ってい

る施設が減少している。

専任指導者の減少もあって、こ こ数年来、日常生活訓練指導に関

する研究発表が視覚障害リハピ リテーション大会等においてほとん

ど見られないなど、日常生活訓練指導は全体的に低迷しているとい

える。

Ill 日常生活訓練の実態調査

〔目的と方法〕

日常生活訓練の実施状況の把握を目的として、全国の生活訓練施

設のうち、元視覚障害者日常生活訓練研究会参加施設を中心として
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26施設の日常生活訓練担当者に質問紙を送り、 2年間の実態につ

いて調査を依頼した。

〔調査内容〕

・施設種別 •利用形態 ・担当訓練 ・研究発表実績

・訓練プログラムの作成方法 • 項目 別実施状況

・ボランテ ィア活用状況 ・指導が難しい訓練内容

•取 り入れたい訓練内容 ・自由記載

〔結果〕

15施設29名の日常生活訓練担当者より回答を得た。

「日常生活訓練」の範囲は、施設によ って様々であり、項目の相

進などから回答を得られなかった施設もあった。

施設種別 I国立施設 I民問施設

：三→ ： 477 
地域センター

5 

33 

,
1
 
=-
―
-P
 

15 

100 

l 施設種別（表 1)

入所 通所
入所

形態 入所
通所 訪問

訪問 通所 計

訪問

数 2 5 3 2 3 15 

％ 13 34 20 13 20 100 

2 利用形態 （表 2)

3 担当している訓練

29名の回答者のうち日常生活訓練を専任としている者は 4名の

みで、 25名は他の訓練を兼ねている。

各施設の日常生活訓練担当者配置数は 1~ 5名である。

4 日常生活訓練に関する研究発表実績

(1)「糖尿病を併せ持つ視覚障害者の単身生活に向けた支援に
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ついて」

(2) 「生活訓練終了者およびその家族に対する生活実態調査報

告」

(3) 「盲人用ミシンについて」

5 訓練プログラムの作成 ・選択方法

訓練プログラムは「訓練生のニーズと指導者の評価を合わせて作

成している」が 9名、「訓練生のニーズによる」が 5名、 「訓練生の

ニー ズと指導者の評価、決まっていることの提案の全てによる」が

2名である 。無回答が13名と多くな ったのは、調査方法の不備に

よるものである。

6 訓練実施状況

元視覚障害日常生活訓練研究会著「視覚障害者の日常生活訓練」

に示されている訓練内容67項目（表 3) について、過去 2年間の

実施状況と未実施の場合の理由を尋ね、以下の回答を得た。

(1)全施設で実施 している項目は、基礎指導（日常生活訓練場

面に限らず、随時実施） 「食事喫茶動作」「金銭弁別・ 管理」「電話

の使用」「掃除」「収納 ・整理」「糸通し」「ボタンつけ」「包丁操作」

「熱源操作」「お茶入れ」「電子レンジの利用」「金融機関の利用」

「情報収集」である。

(2) ほとんどの施設でハンドライティングはコミュ ニケーショ

ン訓練、買物は歩行訓練の一環と して実施している。

(3) 最も実施状況が低かったのは「育児」で、「対象者がいな

い」という理由が多い。

(4) ついで実施状況の低い項目は 「編物・ 手芸、ミシン」で、

その理由は「日常生活訓練としては考えにくい」「要望がない」「時

間がない」「物がない」「指導でき ない」などとなっている。
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



編集後 記

永遠に続く時間の流れ。 これに対し人は、様々な単位を与え 、そ

れによ って けじめを つけ 、生活の単調 化、怠惰 を防いでいます。

21世紀を迎え、この年を大きな節目にしようと考えている人も少

なくなしヽことでしょう 。

既に「次年度購読継続のお頼い」で ご案内したように、新世紀の

碓開けを機に、本誌は次号から新たな歩みを始めます。私は]988

年から編躾作業に加わるようになり、 93年 7月から編梨人を務め

てまいりましたが、本号を最後に退きます。この間、企画・編梨作

業を進める中で多くの方々にお会いすることができ、そ こか ら数え

切れないはどのことを学びました。それらは、私の未来を変えさせ

るきっかけになったとも 言えます。改めて本誌に対してご支援 ・ご

協力を賜わりましたこと、心からお礼申し上げます。

ありがとうござl,ヽました。

視覚障 害
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